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Linux on IBM POWER システム向けSSA
ERPLNソリューション

優れた価格／パフォーマンスと変化に適応する柔軟性で、ERP を企業、
サプライヤー、お客様に広げることができます

■ SSA Global および IBM は協力し

て、優れたプライス・パフォー

マンスを発揮するERPソリュー

ションを Linux®オペレーティング

システム環境にて実現します。

■ 人気のあるSSA ERPLNソフトウェ

アは、オーダードリブン方式、プ

ロジェクトに依存する個々の製造

に、極めて広範かつ徹底したサ

ポートを提供します。

■ 高パフォーマンスで強固な

IBM ハードウェアおよびソフト

ウェアは共に、最適なITインフラ

ストラクチャーを ERP に提供い

たします。

■ IBM System p5™ Express ポート

フォリオ対応モデルは、最先端の

パフォーマンス、信頼性、拡張性

をお手ごろな価格で提供いたし

ます。

■ System p5™ Expressポートフォ

リオ対応モデルのオプションであ

る Advanced POWER™

Virtualization (APV) 機能は、ERP

モジュールを集約し、IT インフラ

を簡素化するお手伝いをいたし

ます。

■ オープンな Linux OS は、発展的

な柔軟性をもち、業界基準のサ

ポートを推進します。

今日のオンデマンドの世界で競うため

には、ビジネスには、信頼性と拡張性

を備えた強力な IT ハードウェアおよ

びソフトウェアを備えた、強固な

ERPソリューションが必要です。それ

により変化する要求にすぐに対応し、

コストのかかかるダウンタイムを削減

することができます。

高い導入コストと複雑なシステム要件

により、今まで中堅企業は会社規模の

ソリューションを開発することができ

ませんでした。オープンシステムの出

現と普及により、中堅企業は、お客様、

サプライヤー、パートナー、主幹オペ

レーションとの関係を強化し、会社内

で広範囲にわたり、大きく効率を向上

させることができるソリューションを

取り入れるという、新たな選択肢を得

ました。

SSA Global には、世界中に 13,000 以

上のお客様を持ち、中堅企業および大

企業に競争力を与えるサポートとな

るように設計された主導的な ERP ソ

フトウェアソリューションを提供いた

します。真のビジネス価値を中堅企業

のお客様にお届けするという　SSA

Global と IBM のコミットに基づき、

両社は協力することで新たにお手ごろ



な価格の ERP ソリューションスタッ

クをオープンソースの Linux プラット

フォーム環境で実現します。柔軟性の

向上、価値あるビジネス機能の提供、

そしてコスト削減および時間枠の短縮

などの、目に見える効果をお届けする

よう設計された、 Linux OS ベースの

ソリューションスタックは、柔軟性が

あり手ごろな価格の System p5 Express

製品とセットになっています。この強

力なサーバー群は、競争力とビジネス

価値を高めるために、信頼性、可用性、

RAS、パフォーマンス、セキュリティ

の提供を目的に設計されています。

IBM TotalStorage® の拡張可能なスト

レージシステム、 IBM DB2® Universal

Database™ (DB2 UDB) および

IBM WebSphere® Application Server 

により、完全なエンドツーエンドの

ソリューション構築を可能にした

ソリューションスタックが完成しま

した。

実装や使い勝手のよいERP

SSA ERPLN は、個別生産方式に対応

した手包括的なサポートをお届けし

ます。Webベースのユーザーインター

フェースを提供、サービス指向アーキ

テクチャ (SOA) の適応を容易にし、標

準機能でアプリケーション間統合を可

能にします。最先端の技術構築に基づ

き、SSA ERPLN は、かんばん方式、配

送管理、包括的な分野サービス能力、

およびビジネスプロセスモデリングを

含む、優れた製造/生産能力 を提供し

ます。加えて、SSA ERPLNには、自動

車、航空機、ハイテク電化製品、産業

機械・機器を含む主要ターゲット産業

を対象とした、特定のソリューション

テンプレートが埋め込まれています。

SSA ERPLNにより、これまでの ERP の

財務、セールス、購買、製造フットプ

リントは配送管理、倉庫管理、および

アフターマーケットサービスサポート

にまで広がります。

優れた製造/生産能力を SSA

ERPLN で実現
オーダードリブン方式、プロジェクト

ベースの個々の製造/生産に対してこ

れほど広範かつ徹底したサポートを提

供している ERP システムは他にあり

ません。製造/生産―保管・設計―注

文まで、およびライン生産からかん

ばん方式 まで、SSA Global の企業向

けソリューション・ポートフォリオは

全ての要件を満たします。 完全な製品

ライフサイクル管理は、注文獲得から

製造、その後のサービスおよびメンテ

ナンスまで、高品質なお客様サービス

を可能にします。

お求めやすい価格でも実績ある

POWER プロセッサベースの

サーバー
System p5 Express ファミリーは、導

入済資産への投資を損なわないように

しながら、現在および今後の中堅企業

のITインフラストラクチャーに対する

ニーズに応えられるよう設計されてい

ます。System p5 Express ポートフォ

リオ対応モデルは、同時マルチスレ

ディング機能を用いて

IBM POWER5™ および POWER5+™

プロセッサを最大限活用することで

システム稼働率を改善し、アプリケ

ションパフォーマンスを向上させます。

これらの革新的なプロセッサは、ERP

作業負荷が非常にかかるトランザク

ションおよびデータベース処理に対

し、優れたプライス・パフォーマンス

を提供できるよう設計されています。

System p5 510 Express ポートフォリ

オ対応モデルは、19インチ2U ラック

マウント構成で、1 個または 2 個のコ

アを持つ 1.9 GHz または 2.1 GHz

POWER5+プロセッサを搭載した対称

型マルチプロセッシング (SMP) サー

バーで、SSA ERPLN モジュールを

1 つまたは 2 つ利用されるような小規

模 ERP 環境構築に適しています。よ

り規模の大きいユーザー環境およびす

べての機能を備えた SSA ERPLN 構成

には、2Wayまたは 4Way 1.9 GHz

POWER5+ 、あるいは4Way 2.1 GHz

POWER5+プロセッサを搭載したサー

バーでスケールアップが可能です。こ

れらのシステムは、大きな成功を収め

ているIBM eServer™ p5 および

pSeries® 製品ラインの実績にもとづい

ており、お客様のビジネスの成長とと

もに成長させることができます。



System p5 Express および SSA

ERPLN は、お客様のビジネス

プロセスを統合するお手伝いをし

ます。
お客様のビジネス要求を満たし、その

期待を超えることは、今日の急速に変

化する市場において成功するというこ

とを意味します。ERP システムは、必

要とされる柔軟性をお届けし、あなた

を煩わせません。

サプライヤーから社員、お客様という

ような企業プロセスを統合するという

ことに関しては、SSA ERPLN に勝るも

のはありません。SSA ERPLN があれば、

ビジネスプロセスの企業内部のリンク

が可能となり、効率性と適応性を高め

ることになります。また、それは外部

の主要なパートナーおよびお客様にま

で及び、総所有コスト (TCO) の削減へ

とつながります。

組織内外でのダイナミックな変化には、

強固でありながら柔軟性のあるビジネ

スアプリケーションが必要となりま

す。そしてこれらアプリケーションを

利用するには、同様に強固でありなが

ら柔軟性のあるITインフラストラク

チャーが必要となります。それぞれ特

定のビジネスアプリケーションに対応

するために多くのサーバーを導入する

場合には、ITインフラストラクチャー

の柔軟性を大きく低下させ、企業内統

合の試みを妨げます。SSA Global と

IBMは、ビジネスプロセスの統合を最

適化するためには、ITインフラストラ

クチャーをまず最適化する必要がある

ことを理解しています。

System p5 Express ポートフォリオ対

応モデルは、サーバー資源を集約し、

システム管理を簡素化する機会を提供

します。 これによりITインフラストラ

クチャーの最適化および ERP 環境の

改善のお手伝いをします。

System p5 Express ポートフォリオ対

応モデルは、お手ごろな価格でメイン

フレームがもつ仮想化を中堅企業にお

届けする Advanced POWER™

Virtualization (APV) 機能をオプション

対応しています。この機能は、

マイクロパーティショニング

(Micro-Partitioning™) 技術および バー

チャルI/Oサーバー (Virtual I/O Server(VIOS))

の使用により実現されます。これらの

技術により、ひとつの物理サーバー上

で複数のセキュアな論理区画 (LPAR)

を定義することが可能となります。

―財務から個々の製造までの ERP モ

ジュールを集約することができる「ス

ケールWithin」です。操作は分かりや

すいブラウザベースの管理機能が提供

されることで、管理者がシステムリ

ソースを最適なパフォーマンスを引き

出すことができるようになります。こ

うして、各ERPモジュールが必要とす

るリソースを継続的に提供できるよう

にしながら、同時にIT 環境を簡素化す

ることが可能となり、その結果システ

ムの利用率が増加します。

集約された ERP 環境は強固でありな

がら柔軟性のあるITインフラストラク

チャーとなり、あなたのビジネスに利

益をもたらすことができるのです。さ

らなる価値を IT担当者にもたらしま

す。複数の古いサーバをより強力で柔

軟性のある System p5 Express ポート

フォリオ対応モデルに置き換えること

で、継続的にTCOを削減し、IT 構築を

簡素化し、システム利用率を改善させ

ることが可能となります。

IBM WebSphere ソフトウェアプ

ラットフォームは、サービス指向

アーキテクチャ (SOA) に柔軟性を

もたらすよう改善されました。
世界中のビジネスが業界標準のミドル

ウェアを採用し、企業の基幹ソリュ

ーションをサポートするアプリケー

ション、データ、人、プロセスを統合

しています。さらにビジネスの柔軟性

および対応力を実現するために、企業

内で拡散したアプリケーションの統合

が容易となるよう期待されています。

ビジネスアプリケーションにおける

リーダーシップを提供するために、

SSA Global は IBM と提携し、これら

のアプリケーションを最先端の

WebSphere ソフトウェア上に構築し

ています。SSA Open Architecture は

WebSphere ソフトウェアを利用し、

サービス指向アーキテクチャ(SOA) 上

に構築されます。WebSphere ソフト

ウェアプラットフォームのオープン性

を利用することで、 SSA Open

Architecture は、開発言語、ランタイ

ムフレームワーク、ポータルアプリ

ケーションまたは管理ツールのみに

依存することがありません。このオー

プン性は、開発を容易にし、市場まで

の時間を短縮し、企業ソリューション

の構築および管理を簡素化します。

実際に、SSA Global 製品は IBM の技

術をいくつか利用しています。

WebSphere Application Server、WebSphere

Portal、WebSphere Business Integration

および DB2 UDB がそれに含まれま

す。IBM と SSA Global の提携により、

能力の追加、IT の柔軟性を高め、そし

て実現までの時間を削減しながら、

TCOの削減が可能となります。



なぜ ERPで Linuxを推進するので

しょうか。
Linux OS は比較的新しく、1991年に、

当時フィンランドのヘルシンキ大学の

学生だった Linus Torvalds 氏により開

発されました。それ以降 Linux は劇的

な成長をみせています。 市場調査会社

IDC社 によると、Linux OS はサーバー

上で使用される OS の中で最も急速な

成長を遂げています。1

Linux OS の人気には多くの理由があり

ますが、多様な背景をもつプログラ

マーが開発に参加できるオープンソ

ースライセンス方式や、成熟した

UNIX® OS との機能上の数ある類似点

が挙げられます。IBM のような業界

リーダーたちが、早くも 1999 年に、

また最近では SSA Global がLinux の流

れにのったことで、お客様の Linux OS

の採用は、試験的なものから生産開発

へと 移行しています。

Linux の技術もまた急速に進歩してい

ます。ソフトウェア会社である Novell

社や Red Hat 社は、Linux OS ディス

トリビューションパッケージを提供し

ており、これにはビジネスアプリケー

ション開発に必要とされるサポート、

管理、セキュリティ機能が含まれてい

ます。 オープンリソースコミュニティ

からリリースされた最新の Linux ソフ

トウェアには、厳しい IT 要件に対応

する Linux OS サポートを拡張する大

きな技術的進歩が組み込まれています。

これらの技術的進歩により、インフラ

ストラクチャーからビジネスへの重要

な業務における Linux の採用が熱心に

議論されています。IDC 社は、

2006 年には Linux サーバー収益の

19％ がビジネス処理および意思決定

支援システムによるものになるであろ

うと予想しています。

ERP に使用される他のオペレーティン

グシステムと比較すると、Linux OS で

は次のような状況が可能となります。

● オペレーティングコストを削減し、

安定性、信頼性およびパフォーマン

スを向上することができます。

● 組織は企業内で一定した基準ベース

の OS プラットフォームを開発し、

組織の IT システムを簡素化すること

ができます。

● 総合的な System p5 Express

OpenPower Edition をはじめ、

IBM やその他のベンダーのサーバー

ファミリーから広くサーバプラット

フォームを選択できることにより、

お客様は IT の実装を最適化すること

ができます。

● IT 担当者が直接的に Linux の開発に

参加して影響を与え、またLinux の

サポート技術を強化することができ

ます。

System p5 Express サーバーでの

SSA ERPLN の最適化
お客様は、SSA ERPLN アプリケーショ

ンが動作する System p5 Express サー

バーを、次の3つの主要パラメータを

評価することで最適化することができ

ます。

● 同時利用ユーザー数

● SSA Globalソリューション、

モジュール、および利用される拡張

機能

● トランザクション速度およびデー

タ量

System p5 Express ポートフォリオ対

応モデルは、妥協のない柔軟性、可用

性およびセキュリティ機能を基本シス

テムに提供するよう設計されています。

System p5 Express ポートフォリオ対

応モデルは、選択可能な多くのサー

バーモデルと広範な設定機能を提供す

ることで、今後の成長に備える一方、

組織に最も適した IT の実装を細部に

わたり調整することを可能にします。

これは IT を地域または遠隔施設のよ

り小さいサーバーに分配したり、ERP

アプリケーションを集中型アーキテク

チャに集約したりすることができると

いうことです。経験に基づき、IBM は

System p5 Express ポートフォリオ対

応モデルおよび IBM TotalStorage に以

下の推奨構成を提供しています。



*同時ERPユーザー数は、推奨構成において、SSA ERPLN 環境における一般的な使用が想定されていますが、使用にあたっては特定のお客様環境により異なり
ます。

小規模：同時 ERP ユーザー 20 人

まで*

● System p5 510 Express ポートフォ

リオ対応モデル

● 2 Way1.65 GHz POWER5+ プロセッ

サ搭載

● 6GB メモリー

● 4 x 73.4GB 15K 内蔵HDD

● Linux オペレーティングシステム

(OS) ディストリビューション

中規模：同時 ERP ユーザー 50人まで*

● System p5 520Q Express ポート

フォリオ対応モデル

● 4 Way 1.5 GHz POWER5+ プロセッ

サ搭載

● 8GB メモリー

● 8 x 73.4GB 10K 内部 HDD

● Linux OS ディストリビューション

大規模：同時 ERP ユーザー 100人

まで*

● System p5 550 Express ポートフォ

リオ対応モデル

● 4 Way 1.9 GHz POWER5+ プロセッ

サ搭載

● 16GB メモリー

● 2 x 73.4GB 10K 内蔵HDD

● 8 x 73GB 10K FC HDD をもつ

IBM ミッドレンジ TotalStorage サブ

システム

● Linux OS ディストリビューション

IBM POWER システムソリューション

Linux ベースのSSA  ERPLN は、アプリ

ケーションを含めて検証済みです。

● IBM DB2 Universal Database

(DB2 UDB) 

● IBM WebSphere Application Server

ソリューションを強化する多数のオプ

ションには以下のものがあります。

● Tivoli® Storage Manager

● SSA Global プロフェッショナルサー

ビス

● ERP 用 IBM Global Services (IGS) 

● IBMサポートライン

● IBM Global Financing (IGF)

Linux on IBM POWER システム

ソリューションにおけるSSA

ERPLN の優位点
IBM POWER システムソリューション

における Linux ベースのSSA ERPLN

は、優れたプライス・パフォーマンス、

変化に適応する柔軟性で、ERP を企業、

サプライヤー、お客様に広めるお手伝

いをします。

● SSA ERPLN があれば、ビジネスプロ

セスにおける企業内部の接続が可

能となり、効率性と適応性を高める

ことができます。またそれは外部の

主要なパートナーおよびお客様にま

で及び、総所有コスト (TCO) の削減

へとつながります。

● 強力な協業体制により、IBM と SSA

Global は、オープンソース Linux OS

プラットフォーム向けのこの新しい

ERPソリューションを通じ、お客様

がビジネス目標を達成し、リスクを

削減するお手伝いをします。

● この検証済みソリューションは、強

力で拡張性のある基本レベル価格の

System p5 Express ポートフォリオ

対応モデルと TotalStorage 拡張

可能ストレージシステム、DB2 UDB

および WebSphere Application

Server を組合わせ、高いパフォーマ

ンスと拡張性のある ERP 用インフ

ラストラクチャーを提供します。

● System p5 Express ポートフォリオ

対応モデルのオプションである

Advanced POWER Virtualization

(APV) 機能は、財務から個々の製造

までの ERP モジュールをセキュア

な環境に集約し、サーバー資源の適

切な分配を容易にします。また、複

数の古いサーバーをより強力で柔軟

性のある少数の System p5 Express

ポートフォリオ対応モデルに置き換

え、TCO を削減し、ITインフラスト

ラクチャー を簡素化するお手伝いを

します。

● 最先端の WebSphere ソフトウェア

に構築された SSA Open Architecture

は、サービス指向アーキテクチャ

(SOA) を活用することで、開発を容

易にし、市場までの時間を短縮し、

企業ソリューションの構成および

管理の簡素化を可能にします。

● Red Hat Enterprise Linux AS (RHEL

AS 4) for POWERおよび SUSE

LINUX Enterprise Server 9 (SLES 9)

for POWER の2つのエンタープライ

ズLinux ディストリビューションは、

オープンな業界標準の採用を進めよ

うとする政府やその関連機関、企業

にとって、開発の柔軟性および投資

の保護を提供します。

● 非常に多くの業界先端技術および実

際の経験をもつIBMとSSA Globalの

連携―Linux OS 開発の主導的な参加

者として、IBM は最先端技術および

革新をもたらすことで、サイジング、

導入、移行および開発を可能として

います。また世界中に 13,000 以上

のお客様をもつ SSA Global は、実

際の経験および世界規模の ERP 専

門技術をもたらすことで、お客様へ

の価値の提供を推進します。



機能 利点

極めて広範かつ徹底した SSA ERPLNによ
るERP に対するサポートを実現

● SSA ERPLN は、製造―保管・設計―注文まで、またはライン生産からリーン生産システム

(かんばん方式) まで、個々の製造オペレーションに対して包括的なサポートをお届けし

ます。

SSA ERPLN には主要ターゲット産業を対
象とした特定のソリューションテンプ
レートが埋め込まれている

● SSA ERPLN は実装しやすく、お求め安い価格です。

System p5 Express サーバーは優れた価
格／パフォーマンスを提供

● 優れたアプリケーションパフォーマンスを提供するよう設計されています。
● 同時マルチスレディングにより商業システムパフォーマンスおよびプロセッサの活用を増加

します。
● 少ない数のサーバーでより多くの能力を利用できるようにすることで、IT アーキテクチャを

簡素化し、業界で効果的に競合していくお手伝いをします。

System p5 Express サーバーの広範な設
定機能でビジネスの成長とともにインフ
ラも成長

● ERPのコアプロセスから始めても、必要に応じて追加機能を容易に追加することができ

ます。
● 最大 64GB メモリ、最終的に 31.2TB のディスク容量となる 8 つのオプション I/O ドロワー、

および 59 ホットプラグ PCI-×スロットのリソースを p5-550 Express モデルに追加し、企

業内外のビジネスプロセスを統合することができます。

System p5 Express servers のオプ
ションAdvanced POWER Virtualization

(APV) 機能により、IT 環境を集約、最適
化することが可能

● リソースを新たなチャンスにより容易に適用することができます。
● 需要の移行に伴い、お客様に対しダイナミックなリソース調整を行い、レスポンスを向上さ

せます。
● 管理、アップグレード、サポートするサーバー数を削減します。
● サーバーの活用を高めることで、余剰リソースを削減します。
● 継続的に TCO を削減します。

System p5 Express サーバーなら、メイ
ンフレームに基づく信頼性、可用性、
サービス性 (RAS) 機能により、重要な
ERP プロセスに対する高い信頼性が得ら
れます

● サービスプロセッサ、Chipkill™メモリ、First Failure Data Capture、選択システムリソースの

動的割り当て解除、ホットプラグ PCI-×スロット、ホットスワップ可能ディスクベイ、リ

ダンダントホットプラグ冷却装置、ホットアド I/O ドロワー、動的ファームウェア更新その

他を含め、一般的にはかなり大きく高価なシステムに備わる機能を使用できるので、優れた

システムの可用性を提供します。

Linux on IBM POWER システムソリュ
ーションにおけるSSA ERPLNにより、
システム不安から開放されます

● IBMとSSA Global は、総合的なビジネスソリューションをお客様に提供します―SSA Global

からは強固なアプリケーションリーダーシップ、IBM からは信頼性、柔軟性があるシステム

が提供されます。
● SSA ERP LN は機能性に富んだERPソリューションです。
● IBMは確固としたPOWERプロセッサ・ロードマップを提供しています。
● POWERアーキテクチャーはすでに第 5 世代の実績があります。
● IBM はLinux ベースソリューションの業界リーダーとして知られています。
● IBM と SSA Global は、実際の経験に基づき、広範囲にわたるサービスとサポートを提供い

たします。



Linux on IBM POWER システム向けSSA ERPLN ソリューションの概要

標準構成

Linux on IBM POWER システム向けSSA

ERPLN ソリューションの要素

● Linux OS ファミリー SSA ERPLN

● System p5 Express サーバーの選択
● TotalStorage 拡張可能ストレージシステム
● DB2 UDB
● WebSphere Application Server
● Linux ディストリビューションの選択(RHEL AS 4 or SLES 9)

IBM System p5 510 および 510Q

Express、OpenPower Edition サーバー

● p5-510 Express：1Wayまたは 2Way 64ビット1.65 GHz POWER5+、または 2Way 1.9 GHz

POWER5+サーバー
● p5-510Q Express：4Way 64ビット1.5 GHz POWER5+サーバー
● ラックマウントまたはデスクサイド形式ファクター
● 最大 32GB メモリ (533 MHz DDR2 SDRAM)
● 4 つの標準内蔵ディスクベイ (10K または 15K rpm)
● 広範な I/O オプション：メモリ、複数のディスクドライブ、速度、通信アダプタおよびメ

ディアデバイス

IBM System p5 520 および 520Q

Express、OpenPower Edition サーバー

● p5-520 Express：1Wayまたは 2Way 64ビット1.65 GHz POWER5+、または2Way 1.9 GHz

POWER5+サーバー
● p5-520Q Express：4Way 64ビット1.5 GHz POWER5+サーバー
● ラックマウントまたはデスクサイド形式ファクター
● 最大 32GB メモリ (533 MHz DDR2 SDRAM)
● 4 つの追加オプション付き 4 つの標準内蔵ディスクベイ (10K または15K rpm) 
● 広範な I/O オプション：メモリ、複数のディスクドライブ、速度、通信アダプタおよびメ

ディアデバイス

IBM System p5 550 および 520Q

Express、OpenPower Edition

● p5-550 Express：1Wayまたは 2Way 64ビット1.65 GHz POWER5+、または 1.9 GHz

POWER5+サーバー
● p5-550Q Express：4Wayまたは 8Way 64ビット1.5 GHz POWER5+サーバー
● ラックマウントまたはデスクサイド形式ファクター
● 最大 64GB メモリ (533 MHz DDR2 SDRAM) 
● 4 つの追加オプション付き 4 つの標準内蔵ディスクベイ (10K または 15K rpm) 
● 広範な I/O オプション：メモリ、複数のディスクドライブ、速度、通信アダプタおよびメ

ディアデバイス



詳細について
IBM 代理店または IBM ビジネスパー

トナーにご連絡いただくか、またはこ

ちらを参照してください。

● ibm.com/systems/p/openpower/

solutions/bi.html

● ibm.com/jp/servers/eserver/

openpower/

● ibm.com/systems/jp/linux/power/

index.html

● ibm.com/systems/jp/p/
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